
等
と
見
ゆ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
悲
華
経
の
五
百
大
願
の
意
を
、
無
銑
壽
経
の
矛
十
八
願
に
寄
せ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
法
華
経
に

は
方
便
品
に
『
我
本
立
一
審
願
一
、
欲
し
令
三
切
衆
、
如
し
我
等
無
し
異
、
如
二
我
昔
所
願
一
、
今
者
已
滿
足
、
化
二
一
切
衆
生
一
、
皆
令
レ
入
一
砕
道
一
』
と

軍
に
菩
薩
の
総
願
に
寄
せ
て
説
き
、
壽
量
品
に
は
『
我
本
行
一
菩
薩
道
一
、
所
シ
成
壽
命
今
猶
未
〉
鑑
，
復
倍
二
上
数
一
』
と
壽
鐙
本
果
を
菩
薩
本
因

日
本
佛
教
の
特
長
で
あ
り
、
且
つ
三
国
佛
教
の
結
論
と
も
見
ら
れ
る
、
溌
名
往
生
と
唱
題
成
佛
の
思
想
は
、
可
成
早
く
か
ち
存
在
し
た

こ
と
は
、
法
華
経
の
『
一
稀
南
無
佛
』
宣
心
稀
名
乃
至
受
持
槻
世
香
旨
受
持
法
華
名
者
』
等
の
文
や
、
観
無
最
毒
経
の
『
受
二
持
読
三
諦

方
等
経
典
皇
『
讃
二
九
乗
十
一
蔀
経
首
題
名
字
一
』
『
具
一
蒐
十
念
一
講
南
無
阿
彌
陀
佛
』
等
の
文
に
依
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
且
つ
法
華
経
》

に
は
法
師
品
に
『
一
念
随
喜
者
我
皆
與
二
授
記
一
』
と
説
き
、
無
量
壽
経
に
は
『
設
我
得
し
佛
、
十
方
衆
生
至
心
信
樂
、
欲
し
生
二
我
国
一
乃
至
皿

十
念
、
若
不
生
者
不
取
正
鎚
』
等
と
説
き
、
淨
土
教
は
専
ら
こ
れ
老
法
藏
の
因
願
の
上
に
説
い
て
、
衆
生
の
行
功
を
法
藏
の
丙
願
に
僻
め

て
、
彌
陀
佛
果
に
依
る
本
尭
無
作
の
信
心
の
上
に
往
生
を
肯
定
し
、
法
華
経
に
盤
『
如
我
昔
所
願
』
と
菩
薩
の
総
願
以
外
に
別
願
を
説
か

な
い
が
、
修
善
寺
決
に
は
悲
華
経
の
鐸
迦
五
百
の
大
願
を
出
し
て

湾
迦
如
来
五
百
夫
願
中
矛
五
十
二
云
、
我
有
二
微
妙
法
一
若
有
二
衆
生
一
、
至
心
受
持
者
成
二
無
上
道
一
、
於
二
矛
二
生
一
不
し
受
二
生
死
一
、
若
不

爾
考
不
し
取
一
正
覚
一
、
（
全
三
、
六
六
七
）
‐
ｊ
Ｉ

唱
題
思
想
の
根
抵
淫
其
の
歸
結

Ｇ
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併
し
か
く
の
如
く
観
経
法
華
の
穗
名
題
目
が
如
来
行
と
肯
定
せ
ら
る
上
に
至
っ
た
の
は
、
全
く
そ
の
前
提
と
し
て
、
か
ょ
る
易
行
に
如

来
行
た
り
佛
慧
行
た
る
所
以
が
證
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
就
て
は
菩
薩
行
溌
如
来
行
た
ら
し
む
る
過
程
と
し
て
華
殿
の
普
蜜

行
願
や
、
般
若
の
十
種
受
持
の
準
本
尭
的
行
法
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
見
逸
し
得
ら
れ
な
い
事
実
で
あ
る
。
普
賢
行
願
の
名
は
早
く
新
奮
雨

の
報
酬
と
説
い
て
、
塵
点
実
成
の
光
毒
無
数
の
佛
果
は
菩
薩
の
無
泄
の
大
願
に
報
い
ら
れ
る
所
以
ぞ
、
偶
に
は
『
慧
光
照
無
裁
、
毒
命
無

数
劫
、
久
修
行
所
得
』
と
説
き
、
分
別
品
に
は
壽
命
長
遠
の
佛
果
を
深
梁
若
の
佛
慧
と
な
し
・
か
上
る
佛
慧
の
受
持
に
依
る
一
念
信
解
を

五
度
と
校
量
し
て
、
『
百
千
万
億
倍
乃
至
算
数
警
楡
所
し
不
し
能
し
及
』
と
説
い
て
、
正
し
く
本
因
報
酬
の
氷
果
の
上
に
、
本
覺
無
作
の
一
念

信
解
に
依
る
成
佛
を
肯
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
念
佛
と
唱
題
と
は
諸
悌
の
因
願
に
報
い
ら
恥
た
る
佛
慧
行
、
即
ち
如
来
行
な
る
故
に
、
爾
前
小
乘
の
四
諦
十
二
因
縁
等
の

二
乘
行
、
並
に
穂
大
乘
経
の
般
若
華
厳
等
の
六
度
十
度
等
三
乘
の
因
位
の
諸
行
を
始
盛
の
修
証
の
行
と
す
れ
ば
句
念
佛
唱
題
は
因
願
報
酬

宅
Ｑ
ｈ

の
上
の
本
覚
の
信
証
の
行
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
宗
租
は
佐
前
の
唱
題
妙
に
は
、
題
目
を
常
の
行
、
助
縁
に
は
鐸
迦
多
宝
十
労
諾
佛

の
名
号
を
用
ゆ
く
し
と
述
べ
、
題
目
妙
に
は
題
目
を
一
日
六
万
十
万
千
万
遍
唱
へ
て
、
暇
あ
ら
ぱ
諸
佛
の
名
号
を
口
ず
さ
む
く
し
等
と
説

い
た
の
は
、
題
目
も
念
佛
も
共
に
本
覺
観
心
の
上
の
如
来
行
の
意
と
解
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
唱
題
妙
に
は
、
阿
含
小
乗
に
対
す

れ
ば
『
華
嚴
方
等
般
若
淨
土
の
槻
経
等
は
了
義
経
で
あ
る
が
、
法
華
経
に
対
す
れ
ば
不
了
義
経
と
判
じ
、
題
目
妙
に
は
『
佛
の
名
号
な
れ

ば
た
く
み
な
ろ
に
似
た
れ
ど
も
、
不
成
佛
不
往
生
の
経
に
依
る
が
故
に
、
徒
に
他
の
宝
を
数
ふ
る
が
如
し
』
と
専
ら
教
相
の
上
で
念
佛
無

間
と
説
か
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

子
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訳
の
華
嚴
経
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
具
体
的
の
礼
拝
諸
佛
や
稻
讃
如
来
・
庚
修
供
養
、
餓
悔
業
障
、
随
喜
功
徳
、
請
転
法
翰
、
請
佛
往
世

常
随
佛
学
、
恒
順
衆
生
、
普
皆
廻
向
等
の
十
願
は
、
後
に
入
法
界
品
の
別
訳
と
も
瀞
せ
ら
る
上
四
十
華
嚴
に
始
め
て
見
え
る
の
で
あ
る
。

か
上
る
普
賢
行
願
は
全
く
華
嚴
の
十
地
品
等
に
見
え
る
菩
薩
の
総
願
以
外
の
供
養
、
受
持
等
の
十
願
の
結
果
な
る
こ
と
は
、
不
室
訳
の
普

賢
行
願
讃
等
に
依
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
行
願
は
普
賢
菩
薩
に
依
っ
て
、
一
切
の
菩
薩
の
無
箪
無
辺
の
行
願
が
悉
く
成
滿

せ
ら
れ
た
、
一
切
佛
刹
厳
淨
の
願
と
も
穂
せ
ら
れ
、
就
中
入
法
界
品
に
は
善
財
童
子
の
五
十
二
善
知
識
（
五
十
二
位
）
の
歴
訪
に
寄
せ
て

菩
薩
の
無
辺
の
因
行
を
具
体
的
に
説
か
れ
た
の
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

・
か
上
る
普
賢
行
願
は
華
厳
十
地
品
の
鐸
論
と
稀
せ
ら
る
上
、
龍
樹
の
十
住
毘
婆
沙
諭
に
は
、
三
受
茶
羅
陀
羅
菩
薩
経
と
同
じ
・
く
、
普
賢

行
願
の
要
略
と
稀
せ
ら
る
上
、
餓
悔
、
渤
請
、
随
喜
、
廻
向
の
帰
命
を
鉄
；
五
悔
の
形
を
以
て
説
か
れ
、
後
に
五
悔
は
天
台
に
於
て
は
止
・

“
観
に
四
極
三
昧
と
共
に
止
観
の
方
便
行
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
、
叉
真
言
の
金
剛
教
王
経
等
の
密
軌
に
も
五
悔
と
し
て
見
え
、
金
剛
界
九
方
３

便
の
餓
悔
法
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
。
又
こ
れ
よ
り
先
普
賢
行
願
は
礼
拝
、
讃
歎
、
作
願
、
観
察
、
廻
向
の
淨
土
往
生
の
要
行
た
る
五

●

念
門
と
し
て
、
黒
く
世
親
の
淨
土
論
等
に
も
見
ゆ
る
が
、
若
し
観
無
景
壽
経
に
は
五
念
門
は
三
輩
九
品
の
行
法
と
し
て
、
受
持
読
請
等
の

、

五
種
法
行
と
共
に
念
佛
往
生
の
前
提
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
、
絡
に
下
品
の
下
に
は
十
二
部
経
の
経
名
、
彌
陀
の
穰
名
を
以
て
往
生
の
行
と

説
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

若
し
華
嚴
の
普
賢
行
願
に
匹
敵
す
べ
き
、
般
若
の
十
種
受
持
は
諸
部
の
般
若
経
の
囑
累
品
に
、
深
般
若
の
十
種
受
持
と
し
て
、
諦
蕊
、

受
持
、
披
読
、
調
謂
庚
説
、
書
写
、
供
養
、
思
惟
、
修
習
、
施
他
の
十
種
行
法
が
説
か
れ
、
法
華
に
至
っ
て
は
十
種
中
受
持
等
の
五
種

が
、
一
念
信
解
の
受
持
行
と
し
て
止
揚
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
十
種
受
持
は
無
着
の
顯
揚
聖
行
論
、
世
親
の
中
辺
分
別
論
等
に
は
、
菩
薩
の

＋
波
羅
蜜
の
方
便
行
と
し
て
攝
取
せ
ら
れ
、
若
し
天
台
は
文
句
に
分
別
品
の
四
信
五
品
の
行
法
を
止
観
に
六
邸
の
方
便
位
た
る
相
似
観
行



か
く
の
如
く
般
若
に
菩
薩
の
六
度
に
対
し
、
殊
勝
の
行
と
見
ら
る
べ
き
十
種
受
持
、
華
殿
の
十
願
報
酬
の
行
と
見
娼
．
べ
き
普
賢
行
願
は

就
れ
も
菩
薩
当
分
の
六
度
十
度
等
の
如
き
、
観
念
修
証
の
所
謂
随
法
的
行
に
対
李
れ
ぱ
、
随
信
の
易
行
な
る
故
に
方
便
行
と
解
せ
ら
る
Ｌ

声

こ
と
徹
、
鉦
署
、
世
親
、
天
台
、
真
一
言
等
に
於
て
し
ら
る
１
の
で
あ
る
運
し
か
し
、
佛
教
史
上
よ
り
見
れ
ぱ
か
上
る
観
念
行
法
は
、
所

謂
正
像
に
於
け
る
上
根
利
智
の
行
法
で
は
あ
る
が
、
末
法
に
於
け
る
利
鈍
有
智
無
智
一
同
の
行
法
で
は
な
く
、
別
語
で
い
へ
ぱ
哲
学
的
の

観
念
で
あ
っ
て
、
万
人
救
済
の
宗
教
と
は
い
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
か
よ
る
要
求
に
答
へ
て
菩
薩
の
弘
誓
の
総
願
を
基
調
と
し
て
、

別
願
に
依
る
菩
薩
の
無
辺
の
行
願
が
説
か
れ
、
無
着
等
に
依
で
主
張
せ
ら
れ
た
、
大
悲
の
故
に
浬
藥
に
住
せ
歩
、
大
智
の
故
に
生
死
に
住

せ
ざ
る
所
謂
、
無
住
浬
藥
の
常
在
教
化
を
理
想
と
す
る
要
求
に
対
し
て
普
賢
行
願
が
華
嚴
の
十
戴
別
願
報
酬
の
信
行
的
行
法
と
し
て
現
は

れ
、
又
龍
樹
が
大
論
七
二
に
溌
揚
す
る
諸
法
室
の
溺
般
若
に
対
し
て
、
世
法
即
佛
法
と
説
く
深
般
若
の
行
と
し
て
・
十
種
受
持
の
易
行
が

菩
薩
の
因
位
の
行
願
報
酬
の
行
と
し
跡
．
現
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
か
上
る
因
願
報
酬
の
易
行
を
菩
薩
行
以
上
の
殊
勝
の
行
と
し

て
説
い
た
の
が
、
法
華
の
一
念
信
解
の
唱
題
行
で
あ
り
観
経
の
具
足
十
念
の
念
佛
行
で
あ
る
。
さ
れ
ば
是
等
の
行
法
は
こ
れ
を
三
乘
の
修

証
の
観
念
有
作
の
行
に
対
す
れ
ば
、
全
く
信
念
を
塞
調
と
す
る
故
に
、
菩
薩
２
ハ
度
等
の
翻
念
修
証
の
行
に
対
す
れ
嬉
無
作
の
行
と
い

ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
此
を
相
対
し
て
且
ら
く
始
毘
修
証
、
本
攝
信
証
の
行
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

此
等
の
中
念
佛
行
は
早
く
世
親
の
淨
土
論
の
五
念
門
に
次
で
、
曇
鴦
の
諭
注
、
善
導
の
往
生
礼
讃
、
就
中
槻
経
疏
に
は
観
経
に
依
て
五

念
門
と
五
種
受
持
と
の
合
糠
の
五
種
正
行
の
上
に
、
正
助
二
行
の
判
に
依
る
智
愚
一
同
の
行
法
と
し
て
念
佛
の
一
行
が
止
揚
せ
ら
れ
、
慧

心
は
往
生
要
集
に
更
に
専
ら
五
念
門
に
依
て
、
末
代
の
易
行
と
し
て
の
念
佛
を
止
揚
し
て
、
末
代
頑
魯
の
自
足
と
説
き
、
更
に
源
筌
は
専

ら
善
導
に
依
り
、
選
鐸
集
に
於
て
侭
願
に
依
る
方
徳
所
帰
の
念
佛
を
以
て
末
代
の
要
行
と
し
て
淨
土
宗
の
樹
立
を
見
、
親
鴦
は
更
に
犬
無

の
行
法
と
し
て
擶
取
し
て
居
ろ
。

』

〆

〃

1

』

4
F



■

『
〆

1

〃

最
涛
経
の
永
子
八
願
の
至
心
信
樂
の
彌
陀
本
願
に
立
っ
て
、
い
よ
ノ
ー
本
蝿
無
作
の
意
を
強
調
し
て
、
所
謂
行
具
之
信
、
信
具
の
行
た
る

不
行
而
行
の
聞
信
一
念
の
念
佛
を
説
き
、
全
く
本
覺
無
作
の
意
に
立
ち
蒋
名
報
恩
の
解
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
．
る
。

こ
れ
に
対
し
唱
題
正
行
の
説
は
、
妙
法
華
に
は
．
『
受
二
持
法
華
名
一
考
幅
不
し
可
し
量
』
、
正
法
華
に
は
『
若
聞
二
此
経
一
宣
二
持
名
号
一
徳
示
し

可
し
最
』
等
と
見
ゆ
ろ
が
、
正
行
と
し
て
の
唱
題
行
は
恐
ら
く
、
傳
教
作
と
稀
せ
ら
る
上
修
騨
寺
決
に
見
え
る
、
臨
維
行
事
と
し
て
の
法
具

の
一
・
心
三
観
、
一
念
三
千
観
を
塞
ぐ
べ
き
で
あ
ら
う
。
併
し
本
書
は
島
地
師
の
天
台
教
学
史
、
大
崎
学
報
一
天
等
に
依
る
に
、
藤
原
末
期

乃
至
源
平
時
代
の
初
期
、
静
算
の
心
地
教
行
決
（
一
皇
◇
以
後
、
忠
零
の
漢
光
類
聚
（
二
天
）
以
前
の
粗
ほ
七
十
年
間
の
箸
と
推
考
せ
ら

れ
‐
又
近
代
忠
零
の
法
華
略
義
見
聞
中
に
、
『
私
粟
田
口
御
義
』
『
私
云
粟
田
口
』
（
佛
全
ニ
ハ
、
四
。
・
四
一
）
等
と
見
ゆ
る
に
依
て
、
粟
田
口
静

月

明
以
後
恵
心
流
行
泉
坊
流
一
派
の
筆
に
な
っ
た
も
の
か
等
の
疑
も
あ
る
が
、
静
期
が
弘
安
九
年
心
賀
に
付
法
あ
っ
た
事
実
に
依
り
、
且
つ

修
騨
寺
決
が
宗
租
の
十
八
円
滿
抄
等
に
見
ゆ
る
に
徴
し
て
、
修
瀧
寺
決
は
恐
ら
く
忠
尋
前
後
藤
原
末
期
の
も
の
と
推
定
す
べ
き
で
あ
ら
う

由
来
修
輝
寺
決
は
惠
心
流
の
口
傳
を
傳
教
に
假
托
し
て
一
心
三
親
、
心
境
義
、
止
観
大
旨
、
法
華
深
義
三
重
七
個
に
寄
せ
て
口
傳
し
た

も
の
で
あ
る
趣
漠
光
類
聚
三
の
「
夫
一
・
念
心
起
事
」
の
下
に
、
一
念
三
千
槻
は
文
、
義
、
観
相
、
醤
嚥
の
姻
種
の
口
傳
を
明
す
義
に
假
名

円
融
、
理
具
、
事
冥
、
本
性
、
不
思
議
、
自
己
の
七
種
の
一
念
三
千
を
明
し
、
観
相
の
下
に
別
時
、
‐
常
用
、
臨
柊
の
三
種
を
掲
げ
、
『
臨

終
一
念
三
千
者
、
是
有
二
重
友
属
伝
一
、
委
細
旨
如
二
四
箇
傳
法
決
一
』
（
佛
全
一
七
、
七
一
）
等
と
述
ぶ
る
。
所
謂
四
箇
傳
法
決
と
は
恐
ら
く
修

輝
寺
決
を
指
す
も
の
で
あ
ら
う
。
か
上
る
修
郷
寺
決
に
依
る
に
、
一
心
三
槻
、
心
境
義
二
念
三
千
）
止
観
大
旨
は
、
各
教
行
証
に
寄
せ

て
こ
れ
を
鐸
し
、
若
し
法
華
深
義
の
下
は
五
重
玄
義
に
寄
せ
て
こ
れ
を
鐸
し
て
居
る
。
・

タ
グ

一
一
一

＝

、
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等
と
説
き
、
更
に
證
分
の
一
念
三
千
を
天
眞
澗
朗
不
修
一
念
三
千
と
薮
し
、
心
地
観
経
の
成
佛
品
の
『
琉
伽
行
者
観
二
月
輪
一
観
二
三
種
大
秘
密

法
一
』
（
三
、
三
二
大
）
と
心
語
身
三
秘
密
の
丈
を
以
て
之
を
證
し
、
矛
三
に
止
観
大
旨
は
付
丈
元
意
に
寄
せ
て
鐸
し
、
付
丈
の
下
に
止
観
の

先
づ
一
心
三
槻
の
行
の
下
の
別
時
、
常
用
調
臨
移
の
三
種
の
中
、
臨
経
の
一
心
三
槻
は
断
末
鰯
に
於
け
る
出
離
の
要
行
と
し
て
、
法
具

の
一
心
三
頚
を
明
し
．

法
具
一
心
三
獅
者
即
妙
法
蓮
華
経
者
是
也
、
乃
至
臨
維
之
時
唱
一
南
○
経
一
、
由
二
妙
法
三
力
之
功
一
速
成
二
菩
提
一
、
令
レ
不
し
受
二
生
死
身
一
、

Ｏ
○
○
．

初
法
力
者
鐸
迦
如
来
本
行
二
菩
薩
這
一
時
、
修
一
藷
行
願
一
五
百
塵
点
昔
速
成
一
砕
這
一
、
自
一
孟
百
遠
劫
一
久
思
惟
説
二
此
経
一
、
三
世
十
方
諸
佛

自
利
排
他
、
八
万
法
蔵
最
要
号
爲
二
妙
法
一
、
故
唱
二
妙
法
号
一
人
過
去
曾
成
諸
佛
行
願
、
入
二
行
者
身
内
「
未
来
諸
佛
行
願
亦
可
二
来
入
一
、

三
世
行
願
速
来
行
者
身
内
成
就
。
次
佛
力
者
不
思
議
変
勝
経
云
、
我
從
二
阿
謹
仙
一
聞
二
於
妙
法
一
今
成
二
無
上
道
一
、
若
有
言
衆
生
一
於
一
庇
微

妙
法
一
起
二
一
念
信
一
、
爾
時
我
與
二
十
方
諸
佛
一
現
二
其
人
前
一
、
陰
穣
妙
身
一
或
現
菫
小
身
一
令
三
行
者
願
心
應
二
成
就
一
美
。
緯
迦
如
来
五
百

妖
願
中
才
五
十
一
芸
、
我
有
二
微
妙
法
一
若
有
二
衆
生
一
、
至
心
受
持
者
速
成
二
無
上
道
一
涜
二
矛
二
生
一
不
し
受
二
生
死
身
べ
若
不
レ
爾
者
不
ン
取

＃

二
正
覚
一
。
次
信
力
者
玄
師
傳
云
生
疑
不
信
者
、
設
錐
し
眞
一
妙
法
一
於
二
出
離
生
死
證
得
菩
提
一
、
生
二
猶
予
竺
此
人
妙
法
不
信
輩
也
、
或
從

グ

ー
智
識
一
、
或
從
二
経
巻
一
關
砂
法
蓮
華
経
一
於
一
生
死
一
更
不
レ
怖
者
、
是
名
下
信
二
法
華
一
人
上
是
信
力
也
。
如
レ
是
妙
法
有
二
三
力
不
共
徳
一
、

行
二
一
行
一
万
行
円
滿
、
譜
二
万
行
円
滿
一
後
一
心
三
観
行
得
し
不
一
婦
入
一
耶
、
一
心
三
観
行
相
万
行
所
帰
内
證
也
、
妙
法
万
行
自
性
内
徳
也

披
臨
維
之
行
者
可
レ
唱
一
灌
華
首
題
一
。
（
全
三
、
六
六
六
要
引
）

へ

と
縄
し
。
若
し
心
境
義
即
ち
一
念
三
千
の
下
の
三
種
行
の
臨
終
の
行
法
の
下
に

、

臨
柊
一
念
三
千
観
者
妙
法
蓮
華
経
是
也
、
妙
即
一
念
法
即
三
千
是
故
輿
一
二
念
三
千
一
名
異
義
同
也
、
臨
経
時
専
心
應
レ
唱
一
妙
法
蓮
華
一

臨
維
一
念
三

（
全
六
七
九
）

一
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』

〃

、

『
法
性
寂
然
名
止
、
寂
而
常
照
名
観
』
の
文
を
稗
し
て
Ｔ
『
止
即
一
念
観
即
三
千
、
妙
即
一
心
法
即
諾
法
、
是
故
止
観
二
妙
法
一
名
異
義
同

実
』
と
述
べ
、
文
意
の
下
教
行
證
に
約
し
て
止
観
を
説
く
、
行
門
に
還
用
有
相
の
縄
離
生
死
の
観
行
の
口
伝
に
、
先
づ
十
界
順
逆
観
に
次

、

で
有
相
の
礼
拝
行
話
明
し

和
尚
深
秘
行
法
伝
云
、
図
一
霜
十
界
形
像
一
十
処
安
乏
是
毎
レ
向
二
一
像
一
、
各
一
百
反
可
レ
行
二
礼
拝
一
、
・
口
可
レ
唱
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
一
、
心
・
・

可
し
念
、
若
向
二
地
獄
像
一
彼
猛
火
当
体
即
当
即
假
即
中
、
乃
至
向
二
佛
像
一
之
時
可
レ
観
二
彼
体
即
三
諦
一
也
。
霊
一
時
夜
一
時
可
し
修
二
此
行

。
。
。
Ｏ

一
大
師
爲
二
末
世
鈍
機
一
密
授
二
此
法
要
一
、
若
欲
下
縄
二
生
死
一
證
塁
巨
提
上
先
可
レ
用
二
此
修
行
一
也
（
全
上
七
○
己

等
と
説
き
、
矛
四
法
華
深
義
の
下
に
は
、
五
字
各
説
、
五
字
合
成
の
雨
檬
の
五
重
玄
義
を
、
大
師
の
自
解
佛
乘
、
始
本
二
覚
等
に
寄
せ
て

稗
し
、
『
唱
二
妙
名
一
郎
一
心
三
親
一
念
三
千
也
』
、
『
唱
二
妙
一
名
．
一
万
徳
識
帰
』
『
邇
廣
五
種
行
心
散
乱
故
非
し
要
、
乃
至
和
尚
云
一
時
五
種
妙
》

０
一

行
』
等
と
名
体
宗
を
鐸
し
、
妙
体
の
下
に
更
に
蓮
華
因
果
、
円
教
三
身
、
常
寂
光
土
の
別
伝
三
箇
を
開
き
、
次
に
総
説
の
下
に
は
『
総
説
７

五
重
玄
者
妙
法
蓮
華
経
五
字
即
五
重
玄
也
』
（
全
上
七
工
七
）
等
と
稗
し
て
居
る
が
、
悉
く
本
覚
、
断
証
へ
果
上
、
本
法
、
果
海
、
遼
用
》

有
相
自
解
佛
乘
等
．
本
覺
の
行
法
と
し
て
の
唱
題
行
を
説
い
て
居
る
。
、

宝

上
述
の
如
く
念
佛
唱
題
の
易
行
に
依
っ
て
、
速
疾
に
往
生
成
佛
を
肯
定
し
得
る
の
は
、
是
れ
全
く
菩
薩
の
願
行
に
報
い
ら
れ
た
る
行
法

な
る
が
故
で
あ
る
が
、
念
佛
は
善
導
が
槻
経
疏
に
『
順
彼
佛
願
故
』
と
説
け
る
如
く
、
彌
陀
の
別
願
の
上
に
衆
生
の
行
功
が
予
め
盛
ら
れ

て
居
る
が
、
唇
題
の
場
合
に
於
て
は
緯
迦
の
本
行
菩
薩
道
の
行
功
の
上
に
之
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
定
か
入
る
意
味
を
明
か
に
説

い
た
の
が
、
恐
ら
く
前
提
修
善
寺
決
の
一
心
三
親
の
下
等
に
見
ゆ
る
『
妙
法
三
力
速
成
菩
提
』
の
稗
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
法
力
の
妙

I

四

１
、
瓜
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口
込

法
を
騨
迦
本
行
菩
薩
道
の
行
願
に
依
る
八
万
法
蔵
の
最
要
と
稗
し
、
佛
力
を
緯
迦
五
百
大
願
に
よ
る
一
念
信
解
速
成
菩
提
の
信
証
と
鐸
し

信
力
を
知
識
糎
巻
に
依
る
行
者
の
一
念
信
解
と
緯
し
、
か
く
の
如
き
三
力
合
成
に
依
っ
て
法
具
の
一
心
三
観
た
る
妙
法
を
唱
ふ
れ
ば
、
一

行
に
能
く
万
行
を
円
成
む
て
速
か
に
即
身
成
佛
す
と
説
く
の
で
あ
る
。
か
く
一
心
一
一
霞
、
心
境
義
の
下
に
於
て
は
、
共
に
臨
維
行
事
と
し

〃

て
之
を
説
く
が
、
若
し
止
観
大
旨
の
下
に
於
て
は
『
止
観
與
二
妙
法
老
異
義
同
』
と
な
し
、
十
界
形
像
の
順
逆
観
と
口
唱
妙
法
を
以
て
、

上
述
の
如
く
臨
柊
行
事
に
あ
ら
ず
し
て
、
大
師
末
世
鈍
機
の
爲
に
説
け
る
密
授
の
法
要
と
説
き
屈
此
に
於
て
は
臨
維
行
た
る
唱
題
は
末
法
鈍

根
の
平
生
行
と
な
り
、
更
に
法
華
深
義
に
は
『
唱
二
妙
名
一
即
一
公
一
顕
一
念
一
手
也
、
何
可
レ
云
二
妙
名
無
溺
心
一
耶
』
と
唱
題
即
観
の
鐸

を
な
し
、
殊
に
観
智
儀
軌
に
依
り
『
薩
字
此
一
言
妙
即
大
日
遍
照
総
体
』
な
れ
ば
、
唱
題
即
童
一
密
輸
伽
の
行
法
な
り
と
説
き
、
経
に
這

じ
て
廣
く
受
持
等
の
五
種
の
法
行
は
心
散
の
故
に
要
行
に
あ
ら
ず
、
唱
題
受
持
を
以
て
一
時
頓
修
の
五
種
妙
行
と
説
き
、
五
字
各
説
の
五

重
玄
に
次
で
合
成
樺
に
於
て
は
、
妙
法
の
五
字
を
以
て
総
じ
て
五
重
玄
具
是
の
五
字
と
鐸
し
、
且
つ
上
述
の
如
く
、
本
蝿
、
断
誕
果
上

本
法
等
、
所
謂
本
覺
思
想
の
上
に
之
を
『
名
即
実
体
』
等
と
説
い
て
居
る
が
、
全
書
に
は
妙
休
を
鐸
し
て
『
迩
門
心
以
二
不
変
真
如
一
理
一

爲
二
妙
体
一
、
乃
至
観
心
時
直
擶
二
大
真
如
一
、
大
真
如
者
不
変
随
縁
一
体
不
し
分
二
二
相
体
一
』
塁
上
七
二
）
等
と
述
べ
、
妙
宗
の
下
妙
果
に
就
て

迩
門
始
覚
談
以
二
佛
果
不
変
一
理
一
爲
二
妙
果
一
へ
本
覚
門
時
者
以
二
本
性
三
千
一
直
爲
二
妙
果
二
、
性
相
亡
浜
時
者
以
二
法
性
不
思
議
一
爲
二
妙
果
一

（
全
上
七
二
ｓ
等
と
説
い
て
、
本
羅
門
に
於
て
も
本
性
三
千
と
説
く
が
、
唱
題
を
以
て
性
相
亡
浪
、
法
性
不
思
議
、
不
変
瞳
縁
一
体
不
分
等
と

本
迩
未
分
の
上
の
観
心
の
所
談
と
説
く
の
婚
修
禅
寺
決
に
於
け
ぢ
唱
題
鐸
で
あ
る
。
併
し
宗
胆
は
唱
題
の
妙
行
に
対
し
て
念
佛
を
以
て

専
ら
教
相
に
立
ち
未
顯
眞
実
の
無
間
業
と
蛇
す
る
が
、
併
し
廣
く
行
惹
よ
り
見
れ
ば
共
に
佛
果
点
上
の
妙
行
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

若
し
念
佛
は
早
く
善
導
（
六
六
二
）
の
槻
経
疏
に
依
て
、
往
生
の
正
行
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
唱
題
に
於
て
は
或
は
章
安
の

天
台
大
師
別
傳
等
に
『
法
華
無
斌
壽
の
一
蔀
の
経
名
を
唱
へ
て
最
後
の
聞
思
と
。
な
す
』
島
ｑ
一
九
さ
と
見
え
、
宗
租
は
当
体
義
紗
に
恐

ノ
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I
｛

、

ら
く
南
岳
の
法
華
餓
迭
天
台
の
法
華
三
味
陵
儀
２
－
壼
礼
中
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
法
礼
の
文
に
依
り
、
唱
題
を
以
て
南
岳
天
台
の
自

行
眞
実
の
内
証
（
九
九
も
等
と
説
く
も
、
こ
れ
等
は
礼
拝
行
帰
命
法
で
あ
っ
て
、
未
だ
純
然
た
る
口
唱
の
題
目
行
と
は
見
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
我
が
国
佛
教
史
上
藤
原
の
中
期
の
本
覺
思
想
高
潮
時
代
に
、
慧
心
が
一
乘
要
決
を
脳
し
て
．
法
華
一
乘
の
宗
は
如
来
慧
た
る

無
漏
の
種
子
に
依
り
、
定
性
無
性
皆
成
佛
道
と
説
き
、
日
本
一
州
同
帰
一
乘
と
述
べ
つ
上
、
顯
密
事
理
の
業
因
は
利
智
精
進
の
所
行
と
な

し
、
経
論
の
要
卒
為
集
め
て
往
雌
要
集
を
作
り
、
五
念
門
に
依
り
乖
修
念
佛
為
説
て
末
代
の
目
足
と
な
し
、
諾
経
の
行
業
は
鯉
瑠
経
に
見

ゆ
る
如
く
六
度
を
脳
で
な
い
が
、
華
嚴
の
普
賢
行
願
、
法
華
の
受
捧
読
請
等
を
哨
共
に
往
生
の
諾
行
と
な
し
、
最
後
諾
行
の
縢
劣
を
判
じ

て
法
華
の
一
念
信
解
を
以
て
、
權
教
の
禅
定
に
は
勝
る
上
も
円
教
の
定
慧
た
る
一
念
三
千
槻
に
は
劣
る
と
な
し
、
若
し
億
作
た
る
枕
双
紙

に
は
一
念
三
千
観
姥
以
て
出
離
の
最
要
と
論
き
、
彌
陀
宝
号
瀧
唱
へ
て
法
華
経
の
一
念
三
千
の
理
に
依
り
、
我
即
真
如
本
毘
無
作
三
身
と

知
る
等
の
鐸
を
見
る
に
於
て
も
雨
慧
心
当
時
に
は
未
だ
唱
題
成
佛
の
説
が
明
で
無
か
っ
た
こ
と
は
知
る
《
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
慧
心
の
後
都
卒
の
鴇
超
の
頃
、
傅
教
以
来
の
口
紘
法
門
が
始
め
て
紙
上
に
減
せ
ら
れ
、
勝
緬
、
長
豪
に
次
で
忠
零
頃
に
至
っ
て

天
台
傳
南
岳
心
要
の
口
傳
が
、
漢
光
類
聚
に
註
せ
ら
れ
、
そ
の
才
三
巻
に
常
用
、
別
時
や
臨
維
の
二
種
一
念
二
千
観
重
々
の
口
傳
は
、
四

箇
伝
法
決
に
詳
な
る
旨
が
記
さ
れ
て
居
る
が
、
岡
箇
伝
法
決
と
は
修
禅
寺
決
で
な
い
に
し
て
も
、
類
似
の
口
伝
と
恩
は
れ
る
が
果
し
て
然

り
と
す
れ
ば
、
企
観
失
旨
の
下
に
『
止
観
與
二
妙
法
一
名
異
義
同
』
と
説
き
、
法
具
の
一
心
三
槻
、
臨
終
の
一
念
三
千
観
た
る
唱
題
が
、
末
泄

鈍
機
の
法
要
た
る
五
種
頓
修
の
妙
行
と
し
て
説
か
れ
た
の
が
、
果
し
て
忠
尋
の
頃
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
善
導
以
後
実
に
五
百
五
十
に
し
て

●

年
、
始
め
て
伝
敦
に
假
托
し
て
修
禅
寺
決
に
依
て
現
は
れ
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「

1■P

五

Q

●
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然
ら
ば
修
禅
寺
決
に
見
ゆ
る
如
き
↓
唱
題
思
想
は
、
果
し
て
何
処
か
ら
来
た
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
法
華
経
は
敏
達
天
皇
六
年
始
め

、

て
我
が
国
に
伝
来
し
、
推
古
朝
に
は
太
子
の
三
経
の
疏
と
な
り
、
奈
良
朝
時
代
法
華
の
鐵
仰
い
ょ
ノ
ー
盛
大
を
加
へ
、
平
安
朝
の
初
伝
教

慈
寛
に
依
て
、
四
種
三
昧
不
断
念
佛
が
將
来
せ
ら
れ
、
随
っ
て
こ
れ
よ
り
先
鑑
真
に
依
て
將
来
せ
ら
れ
た
法
華
儀
法
も
、
叡
山
中
心
に
行

は
れ
る
と
同
時
に
、
当
時
の
日
本
佛
教
は
表
面
的
に
は
佛
教
の
加
持
所
祷
が
主
流
を
な
し
た
が
、
裏
面
に
天
台
の
法
華
の
三
大
部
中
心
の

蕊
講
研
蜜
が
潜
行
的
に
行
は
れ
た
こ
と
は
、
藤
原
初
期
に
於
け
る
御
堂
関
白
道
長
が
、
覺
運
に
三
大
部
、
四
教
義
等
を
学
び
、
院
源
よ
り

法
華
経
を
蕊
講
せ
る
こ
と
は
權
記
《
御
堂
関
白
記
等
の
記
事
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。
か
Ａ
ろ
上
砿
間
に
於
け
る
講
読
研
鎖
と
平
行
し
て

叡
山
に
於
け
る
伝
教
將
来
の
法
華
三
昧
堂
の
法
華
繊
澪
並
に
慈
寛
將
来
の
常
行
三
昧
堂
の
不
断
念
佛
は
、
一
般
的
佛
教
行
事
と
し
て
普

ね
く
行
は
れ
た
こ
と
は
、
三
宝
繪
詞
等
に
当
時
の
年
中
行
事
を
記
す
る
中
に
、
『
ひ
え
の
山
の
四
季
の
繊
海
、
不
断
念
佛
』
等
が
見
ゆ
る

の
み
な
ら
ず
、
日
本
往
生
極
楽
記
に
は
『
登
読
一
法
華
謹
一
、
夜
念
二
阿
彌
陀
僻
Ｅ
等
逵
記
し
、
拾
鐘
往
生
伝
に
は
『
唱
二
彌
陀
宝
景
一
、
謬
一

法
華
題
目
星
等
と
あ
り
、
更
に
後
拾
這
往
生
伝
に
は
『
行
二
法
華
繊
法
一
、
修
二
不
断
念
佛
一
』
等
と
見
ゆ
る
如
く
、
所
謂
当
時
叡
山
に
於
け

る
朝
題
目
夕
念
佛
の
行
事
は
、
今
日
見
る
如
き
、
法
華
念
佛
が
別
の
信
仰
異
る
思
想
に
立
つ
行
事
で
は
な
く
、
当
時
は
法
華
念
佛
一
体
の

信
仰
上
の
行
事
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
以
後
に
於
け
る
法
華
念
佛
相
容
れ
ざ
る
も
の
と
は
全
く
別
の
立
場
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ

ば
古
人
は
童
ハ
字
名
号
略
法
華
』
（
朝
野
群
誠
）
と
い
ひ
、
『
阿
彌
陀
経
を
読
ん
で
は
こ
れ
を
小
法
華
と
鰐
讃
し
、
法
華
を
読
み
て
は
こ
れ

を
大
名
号
を
唱
ふ
と
号
し
』
（
日
本
紀
略
後
篇
）
た
等
と
、
小
原
の
座
主
顯
真
が
語
っ
た
の
に
徴
し
て
明
”
で
あ
る
。
か
ふ
る
時
代
に
生
れ

た
の
が
慧
橿
雨
流
腿
源
心
覺
運
で
あ
る
。
さ
鯉
ぱ
慧
心
は
往
生
要
集
を
著
し
て
．
念
佛
を
以
て
末
代
の
目
だ
と
号
し
、
後
に
一
乘
要
決
を

出
し
て
『
綴
桑
資
賎
悉
甥
成
佛
』
と
述
べ
、
剰
へ
後
枇
枕
双
紙
に
〃
『
生
年
六
十
有
余
唱
二
彌
陀
宝
言
時
・
依
二
法
華
経
庚
大
恩
徳
一
知
二
我
即

真
如
昌
（
至
一
、
二
一
七
）
等
と
述
懐
せ
ら
れ
た
と
述
べ
ら
る
所
以
で
あ
る
。

、

、

、
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而
し
て
叡
山
に
於
け
る
か
上
る
法
華
彌
陀
一
体
の
信
仰
は
、
撰
時
紗
に
『
所
謂
洪
華
経
の
観
智
の
儀
軌
に
毒
景
品
を
阿
彌
陀
佛
と
か
け
る

眼
の
前
の
壬
僻
見
』
た
不
澆
彩
評
せ
る
如
く
、
不
奏
の
銅
智
儀
軌
に
は
『
会
堂
当
心
閉
同
爽
意
、
諦
普
潜
行
願
一
遍
、
一
心
遍
縁
誇
佛
菩

薩
、
乃
至
次
当
即
請
無
骨
壽
命
決
定
如
来
眞
言
こ
（
一
九
、
五
九
さ
等
と
見
え
、
且
つ
彌
陀
の
梵
名
に
無
景
．
壽
無
最
光
の
雨
義
あ
る
よ
り

眞
言
の
浜
華
曼
茶
羅
に
は
何
時
し
か
騨
迦
彌
阿
同
体
と
解
し
、
台
密
に
於
け
る
燕
覚
智
証
等
も
亦
同
一
思
想
を
有
し
、
慧
心
の
如
き
も
当

時
の
偽
経
た
る
蓮
華
三
味
経
を
盛
ん
に
引
用
し
、
正
修
観
記
に
於
て
は
無
量
光
無
量
毒
を
迩
本
の
彌
陀
と
解
し
（
至
二
、
二
六
二
）
彌
陀
法

華
観
香
一
体
三
宝
院
（
全
、
一
二
三
の
説
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
か
入
る
実
践
行
法
と
し
て
普
賢
行
願
の
要
略
た
る
五
悔
が
四
種
三
味
中
の

法
華
普
賢
観
に
依
る
半
行
半
坐
三
昧
の
別
行
た
る
法
華
三
味
餓
儀
と
合
流
し
、
更
に
南
岳
に
假
托
し
て
簡
易
化
せ
ら
れ
た
法
華
餓
法
が
、

後
の
唱
題
思
想
を
高
潮
す
る
温
床
を
な
し
た
も
の
．
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

由
来
法
華
餓
法
は
止
観
七
の
天
悔
と
同
じ
く
全
く
華
嚴
の
普
擬
行
願
の
要
略
で
あ
り
、
叉
古
来
佛
菩
薩
の
一
切
の
行
願
は
普
賢
十
願
を

腿
で
ぬ
と
鰐
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
か
上
る
普
賢
行
願
は
五
念
門
と
同
意
の
菩
薩
の
願
行
具
足
の
行
法
で
、
天
台
真
言
の
五
悔
並
に
淨

土
の
五
念
門
と
は
、
法
門
組
織
上
の
別
な
る
こ
と
は
、
近
く
は
乳
味
妙
一
、
槻
経
疏
玄
義
分
指
定
記
等
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
五

念
門
に
依
る
念
佛
は
、
観
無
最
壽
経
に
依
り
善
導
に
依
て
専
修
へ
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
く
即
ち
観
経
の
九
品
往
生
に
就
て
見

る
に
、
先
づ
上
品
上
生
の
至
誠
心
深
心
回
向
発
願
の
三
心
は
五
念
門
、
又
読
諦
大
乘
と
中
生
の
善
解
義
趣
は
℃
全
く
法
華
の
五
種
法
師
と

同
じ
く
、
般
若
の
十
種
受
持
の
要
略
で
あ
り
、
更
に
下
品
上
生
は
『
讃
大
乘
士
一
部
経
首
題
名
字
乃
至
穂
二
阿
彌
陀
佛
稽
号
一
』
に
寄
せ
、

下
生
ほ
『
令
声
不
絶
蒋
阿
彌
陀
佛
、
乃
至
十
念
』
を
桶
持
佛
名
の
受
持
に
寄
せ
て
説
い
た
五
念
五
種
合
糠
の
往
生
行
で
あ
る
。
善
導
は
親

経
疏
に
於
け
る
か
上
る
合
糠
往
生
行
を
読
諦
、
観
察
、
礼
拝
、
稗
名
、
讃
歎
廻
向
の
五
溌
正
行
と
爲
し
，
重
ね
て
科
名
を
正
定
業
と
な
し

他
の
四
種
を
助
行
と
判
じ
て
、
専
修
念
佛
へ
の
基
盤
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

、
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ヤ
併
し
慧
心
は
専
ら
円
密
の
本
覺
思
想
の
上
に
立
ち
、
就
中
往
生
要
集
は
世
親
の
五
念
門
上
に
正
修
念
佛
溌
以
て
止
観
の
易
行
と
説
き
、

華
嚴
の
普
賢
行
願
と
法
華
の
受
持
等
の
諸
行
を
往
生
の
諾
行
と
な
Ｕ
、
是
等
の
蒲
行
の
上
に
偏
円
定
慧
の
陵
立
を
な
し
、
往
生
之
業
念
佛

爲
本
と
説
け
る
も
、
畢
覚
慧
心
の
思
想
は
諸
行
往
生
を
出
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
随
っ
て
同
時
の
檀
那
流
覺
運
の
観
心
念
佛
、
念
佛
宝
号

等
も
亦
同
工
異
曲
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
か
く
て
慧
檀
雨
祀
の
後
慧
心
流
は
覺
超
、
勝
範
、
長
豪
、
忠
零
と
相
承
し
た
が
、
此
の
間
に

天
台
傅
南
岳
心
要
な
る
も
の
を
中
心
と
し
て
、
天
台
の
口
傳
法
門
な
る
も
の
が
次
渉
に
発
達
し
、
忠
零
に
至
っ
て
始
め
て
口
傳
法
門
が
漢

光
類
豪
と
し
て
筆
録
せ
ら
れ
、
更
に
こ
奴
が
伝
教
に
假
托
し
て
「
止
観
妙
法
名
異
義
向
」
の
下
に
整
束
せ
ら
鯉
て
、
三
重
七
個
の
口
伝
と

な
り
、
維
に
臨
絡
行
苅
至
永
世
鈍
授
の
た
め
に
止
観
の
一
心
三
槻
．
一
念
三
千
槻
の
要
行
と
し
て
、
修
禰
寺
決
等
に
見
る
に
至
つ
れ
た
も

若
し
か
上
る
修
輝
寺
決
を
以
て
忠
零
頃
の
も
の
と
す
れ
ば
そ
の
後
粗
縁
百
五
十
年
に
宗
瓶
は
、
鎌
倉
京
叡
山
等
を
東
請
南
調
す
る
こ
と

二
十
余
年
、
建
長
五
年
春
三
十
二
歳
に
し
て
始
め
て
題
目
宗
を
開
き
、
臨
維
行
た
る
題
目
を
以
て
『
地
涌
の
菩
薩
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
唱
へ
難
き

題
目
』
ご
講
し
、
上
行
別
付
塔
中
相
承
の
秘
法
と
推
轄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
・
る
が
、
前
述
の
如
く
佐
前
に
於
て
は
、
唱
題
妙
の
如
く
専
ら
天
台

の
五
時
八
教
判
に
依
り
、
法
華
経
を
四
十
余
年
の
諸
経
の
総
結
。
随
っ
て
諸
佛
諸
経
の
題
目
は
所
開
妙
法
は
能
開
な
れ
ば
、
題
目
は
正
行

諸
佛
諾
謹
の
名
号
は
こ
れ
助
縁
と
説
き
、
題
伺
を
以
て
末
世
怠
者
の
要
行
と
な
し
。
題
貝
妙
に
は
．
一
部
、
要
品
、
題
日
を
以
て
庚
略
要

の
別
を
な
し
・
要
の
題
目
を
雛
値
往
生
成
佛
の
行
と
な
ｕ
、
，
親
睦
の
念
悌
を
禾
顛
其
実
の
経
説
に
寄
せ
て
不
成
佛
不
往
生
の
行
と
判
じ
た

の
で
あ
る
し
か
く
の
如
く
佐
前
の
題
目
は
諾
行
往
生
の
域
を
脱
し
な
い
こ
と
は
、
持
法
華
問
答
釣
に
『
上
根
上
機
は
観
念
観
法
も
然
る
べ

ｆ

の
で
あ
ら
う
。

ダ

全
く

岳

ノ

〃

G

〆

』

、
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る
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グ
し
、
下
根
下
機
は
唯
信
心
肝
要
』
等
と
説
け
る
如
く
、
佐
前
の
題
目
は
往
生
要
集
に
於
け
る
念
佛
と
同
様
の
鐸
意
と
解
せ
ら
れ
屋
の
で
あ

由

併
し
佐
渡
に
至
っ
て
は
、
開
目
妙
に
題
目
を
以
売
『
壽
量
文
底
の
一
念
一
手
の
秘
法
』
と
説
き
、
本
尊
妙
に
は
五
玄
具
足
五
字
の
受
持

を
自
然
譲
與
の
佛
慧
行
と
鐸
し
、
当
体
義
抄
に
は
『
弟
子
檀
那
の
当
体
』
『
高
橋
番
に
は
『
八
万
聖
教
の
肝
心
』
、
四
信
五
品
妙
に
は
『
以

信
代
慧
一
念
信
解
の
妙
行
』
、
報
恩
妙
に
は
『
天
台
傳
教
未
弘
、
有
智
無
智
琴
一
同
末
法
の
専
修
の
行
』
と
説
き
、
白
女
妙
に
は
『
赫
力
別
付

の
要
法
、
以
信
得
入
、
五
種
頓
修
の
妙
行
』
と
述
べ
、
富
木
書
に
は
『
天
台
傳
敦
末
法
譲
與
の
矛
三
法
門
』
と
説
い
て
、
正
し
く
毒
戴
文

底
の
本
覺
法
門
な
る
意
を
明
に
し
て
居
る
。
且
つ
十
法
界
事
に
は

⑨

・
若
本
門
顯
已
述
門
佛
因
即
本
門
佛
果
故
、
天
月
水
月
成
二
本
有
之
法
一
牽
迩
倶
頴
一
三
世
常
住
一
也
、
一
切
衆
生
始
覺
名
二
迩
門
円
因
一
、
一

、
切
衆
生
本
提
名
二
本
門
円
果
「
修
一
円
因
感
一
円
果
是
也
、
（
参
二
九
五
）
・

と
説
き
、
開
目
紗
に
は
！
『
本
門
に
い
た
り
て
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
、
九
界
も
無
始
の
佛
界
に
具
し
、
佛

〃

界
も
無
始
の
九
界
に
備
は
り
て
、
眞
の
十
界
互
具
一
念
三
千
な
る
べ
し
』
等
と
即
ち
題
目
話
以
て
鐸
迦
の
発
心
弘
誓
以
来
、
本
行
菩
薩
道

時
の
無
数
の
因
行
に
酬
い
ら
れ
だ
る
、
、
如
我
昔
所
願
、
今
者
己
滿
足
、
化
一
切
衆
生
、
皆
令
入
佛
道
の
佛
果
々
上
の
法
な
る
こ
と
を
明
に

〆

し
た
と
と
は
、
こ
れ
本
尊
妙
に
五
字
を
以
て
繧
尊
の
因
果
具
足
の
鐸
せ
る
に
依
て
明
で
あ
る
。
随
っ
て
宗
胆
弘
這
の
題
目
ぱ
修
藤
寺
決
等

〆

″

に
見
ゆ
る
如
き
本
迩
未
分
の
法
と
は
全
く
別
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

雛
っ
て
宗
祖
這
文
噸
修
禰
寺
決
の
名
目
、
並
に
文
の
見
ゆ
る
の
は
、
現
行
縮
刷
で
は
十
八
円
滿
抄
の
み
で
、
他
は
録
外
十
七
の
臨
維
一

心
三
槻
と
廿
三
の
当
休
蓮
華
抄
で
あ
る
が
、
臨
維
一
心
三
槻
は
真
本
に
は
文
永
十
年
二
月
十
日
最
蓮
房
相
傳
と
見
え
、
文
は
修
禰
寺
決
の

一
心
三
槻
ひ
下
臨
経
義
の
全
文
で
、
妙
顯
寺
日
具
は
五
字
円
妙
抄
に
『
蓮
帥
御
筆
跡
非
歎
』
と
い
ひ
、
又
当
体
蓮
華
抄
は
弘
安
三
年
八
月

、

ノ
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一
日
と
あ
る
が
、
古
来
真
備
の
論
が
あ
り
、
随
っ
て
二
書
は
現
に
縮
刷
等
に
は
削
除
せ
ら
れ
て
居
る
。
若
し
十
八
円
満
抄
に
就
て
も
近
代

最
蓮
房
存
否
の
問
題
と
連
関
し
て
、
或
は
疑
ふ
筋
も
あ
る
が
、
立
正
観
妙
や
当
休
義
妙
、
十
八
円
満
妙
は
そ
の
内
容
の
一
貫
し
た
、
所
謂

天
台
傳
南
岳
心
要
に
立
つ
『
一
心
三
観
一
念
三
千
之
極
理
、
不
し
出
二
妙
法
諏
華
経
之
一
言
一
』
の
口
傳
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
就
中

十
八
円
満
妙
に
『
当
体
蓮
華
相
承
等
、
日
蓮
已
證
法
門
等
前
倉
如
二
書
進
一
』
と
見
え
る
は
、
恐
ら
く
当
体
義
妙
を
指
す
も
の
で
あ
ら
う
。

随
っ
て
全
妙
は
文
永
十
年
で
な
く
、
證
議
論
等
の
如
く
円
滿
妙
と
同
じ
く
弘
安
三
年
に
系
く
べ
き
で
あ
ら
う
。

若
し
最
蓮
房
に
就
て
は
現
に
京
都
立
本
寺
に
日
永
授
與
の
本
尊
が
存
し
、
就
中
身
延
三
世
日
進
が
永
仁
三
年
上
洛
以
来
、
正
中
二
年
三

月
某
人
転
写
の
立
正
観
妙
を
十
二
月
再
転
写
し
た
も
の
が
、
逢
状
と
共
に
身
延
文
庫
に
現
存
す
る
に
徴
し
て
、
最
蓮
房
は
赦
尭
後
恐
ら
く

京
都
に
帰
り
、
そ
の
後
宗
祀
と
は
屡
法
門
質
疑
の
往
復
が
あ
り
、
そ
の
賜
書
は
有
縁
に
依
っ
て
録
内
外
等
に
傳
は
っ
た
が
、
御
眞
蹟
は
最

蓮
房
が
所
持
し
た
が
恐
ら
く
そ
の
後
火
災
等
に
依
て
失
は
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
現
存
の
十
八
円
滿
妙
は
恐
ら
く
当
体
義
妙
等
と
関
連
し
工

最
蓮
房
よ
り
の
質
疑
に
対
し
て
、
修
騨
寺
決
の
法
華
深
義
の
下
五
重
各
説
の
蓮
字
五
玄
と
、
総
説
五
玄
に
連
続
し
、
そ
の
下
に
止
観
大
旨

の
元
意
三
重
鐸
中
、
教
門
末
、
行
門
全
文
證
分
の
初
約
十
五
行
を
、
○
印
を
附
し
略
引
し
六
番
問
答
以
後
本
迩
未
分
の
天
真
濁
朗
と
本
果

の
妙
法
と
を
対
判
し
て
、
本
果
の
妙
法
老
正
行
、
本
迩
未
分
の
天
真
澗
朗
の
法
は
助
行
と
判
じ
、
、
妙
法
を
以
て
脚
力
別
付
末
法
相
應
の
佛

法
と
鐸
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
に
注
意
す
べ
き
は
修
騨
寺
決
の
四
個
法
門
中
爾
一
心
三
観
、
一
念
三
千
の
下
に
於
て
は
三
重
の
中
行
門
の

臨
維
行
事
と
し
て
唱
題
を
明
し
、
止
観
大
旨
の
下
に
は
附
文
元
意
に
分
ち
附
文
の
鐸
に
は
『
止
即
一
念
観
即
三
千
、
妙
即
一
、
心
法
即
諾
法

是
故
止
観
與
二
妙
法
一
名
異
義
同
』
と
述
べ
、
元
意
は
教
行
証
の
三
重
に
約
し
、
十
八
円
滿
妙
に
○
印
に
依
る
略
引
は
、
行
門
止
観
の
下
、

和
尚
深
秘
行
法
傳
の
義
と
し
て
、

図
一
霜
十
界
形
像
一
十
処
安
し
之
、
毎
し
向
一
二
錘
各
一
百
反
可
レ
行
二
礼
拝
一
、
口
可
し
唱
二
南
○
経
一
、
心
可
ン
会
若
圃
一
地
獄
像
》
彼
猛
火
当
体

W
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即
室
即
假
即
中
、
乃
至
向
二
佛
像
一
之
時
、
可
レ
観
二
彼
体
即
三
諦
砥
。
霊
一
時
夜
一
時
可
レ
修
庇
行
一
、
大
師
爲
二
末
批
鈍
機
一
密
授
二
此

法
要
一
、
若
欲
下
脳
二
生
死
一
證
中
菩
提
上
、
先
可
レ
用
二
此
修
行
一
也
（
三
全
、
七
○
こ
・

と
述
ぶ
る
如
く
、
此
処
に
始
め
て
臨
維
行
事
に
あ
ら
ざ
る
鈍
機
平
生
行
事
の
唱
題
行
が
見
ゆ
る
の
で
あ
る
、
か
く
て
法
華
深
義
の
五
玄
澤

中
妙
休
の
下
に
は
、
『
大
真
如
者
不
変
随
縁
一
体
不
し
分
二
二
相
休
一
』
と
本
迩
未
分
を
体
と
な
し
、
妙
宗
の
下
迩
本
を
一
往
不
変
と
本
性
と
に

分
つ
も
、
畢
寛
未
分
の
法
性
不
思
議
を
妙
果
と
な
し
、
更
に
逼
廣
の
五
種
妙
行
は
心
乱
の
故
に
、
『
和
尚
云
一
時
五
種
妙
行
』
と
五
種
頓
修

の
行
法
と
し
て
唱
題
を
明
し
、
宗
の
下
に
蓮
華
因
果
、
円
敬
三
身
、
常
寂
光
土
２
－
蔵
別
傳
を
開
き
、
か
く
て
総
説
五
重
玄
の
下
に
『
妙

法
蓮
華
経
五
字
即
五
重
玄
也
』
等
の
程
が
，
一
往
修
禰
寺
決
に
見
ゆ
る
唱
題
に
関
す
る
鐸
で
あ
る
。

若
し
か
上
る
修
騨
寺
決
に
見
ゆ
る
慧
心
流
七
箇
の
大
事
は
。
忠
尋
の
後
皇
覚
、
範
源
を
経
て
源
室
（
一
三
三
’
二
二
三
即
ち
法
然

と
粗
幟
同
時
に
同
門
下
の
梢
後
遜
た
る
俊
範
（
三
三
’
一
二
六
二
）
が
、
後
嵯
峨
法
皇
の
勅
命
を
奉
じ
て
七
箇
法
門
を
始
め
て
筆
録
し

て
奏
遥
し
た
の
が
、
・
一
帖
抄
即
ち
恵
心
流
内
証
相
承
法
門
集
一
巻
な
り
と
い
ひ
、
そ
の
奏
進
の
年
次
は
判
明
し
な
い
が
、
俊
範
の
弟
子
静

明
の
法
孫
心
賀
が
入
門
後
二
十
七
年
弘
安
九
年
四
十
四
歳
言
始
め
て
俊
範
よ
り
一
帖
抄
の
相
承
の
あ
り
し
に
徴
し
て
、
山
川
氏
は
範
源

の
後
嵯
峨
院
へ
の
奏
進
淀
以
て
粗
ほ
建
長
一
革
と
推
罷
し
て
居
る
が
、
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
一
帖
抄
の
奏
進
は
宗
祀
の
遊
学
の
晩
年
に

当
る
の
で
あ
る
が
、
現
に
見
る
如
く
一
帖
抄
は
純
天
台
義
に
立
つ
も
の
で
、
常
用
別
時
臨
柊
の
義
、
並
に
止
観
妙
法
の
同
異
、
乃
至
五
種

妙
行
等
に
関
す
る
鐸
は
文
中
に
一
向
に
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
十
八
円
滿
妙
に
『
天
台
宗
奥
義
不
し
可
し
過
し
之
鍬
』
等
と
述
べ
ら

る
上
如
く
、
修
輝
寺
決
の
四
箇
傳
法
は
当
時
に
於
け
る
最
も
赫
奥
の
相
傳
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
。
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』
凸
日

ざ

『

今
且
ら
く
修
騨
決
を
忠
零
（
一
○
六
五
’
一
三
Ｘ
）
頃
の
作
と
し
、
叉
俊
範
が
一
帖
抄
を
後
嵯
峨
院
に
奏
進
せ
ろ
を
、
山
川
氏
の
如
く
粗

假
建
長
二
年
（
三
宝
９
と
し
て
、
雨
書
の
内
嶺
瀞
比
較
す
る
に
上
述
の
如
く
、
七
箇
法
門
に
於
て
は
決
は
四
箇
法
門
を
中
心
と
し
、
別

傳
三
箇
は
最
後
法
華
深
義
中
に
妙
宗
の
下
に
、
こ
れ
葱
開
き
『
如
二
別
集
一
』
等
と
あ
っ
て
未
だ
何
等
鐸
を
見
な
い
が
、
抄
に
は
法
華
深
義
の

下
に
正
し
く
題
目
に
関
す
る
別
鐸
が
あ
り
、
叉
決
は
四
筒
に
互
っ
て
当
時
の
天
台
舞
の
以
外
に
、
臨
柊
行
と
し
叉
鈍
機
の
平
碓
行
と
し
て
唱

題
行
を
高
潮
し
、
且
つ
本
迩
未
分
の
上
に
止
観
妙
法
名
異
義
同
の
説
を
な
し
。
抄
は
そ
の
文
要
略
で
止
観
の
穰
義
を
あ
ま
り
出
て
居
な
い
の

で
あ
る
ｏ
且
つ
忠
尋
、
俊
鞠
雨
聖
の
名
は
共
に
遁
文
に
見
冬
就
中
忠
尋
に
就
て
は
太
田
殿
女
房
御
返
事
に
真
言
の
即
身
成
佛
に
就
て

但
天
台
矛
四
十
六
四
座
主
東
陽
の
忠
尋
と
申
す
人
こ
そ
、
此
法
門
は
す
こ
し
あ
や
ぶ
ま
れ
て
候
事
は
候
へ
、
然
ど
も
天
台
座
主
慈
覚
の

末
を
受
く
る
人
な
れ
ば
、
い
つ
わ
り
を
ろ
か
に
て
さ
て
は
て
ぬ
る
か
。
（
三
七
三

と
述
べ
、
俊
範
に
獄
て
は
念
佛
者
追
放
宣
状
事
に
は
『
大
和
莊
法
印
俊
範
、
乃
至
爲
レ
対
二
治
源
室
門
徒
一
各
友
述
二
子
細
一
』
と
記
し
、
淨

■

士
九
品
之
事
に
は
『
三
塔
総
学
頭
と
し
て
大
和
莊
俊
媛
法
印
』
と
他
の
鍵
字
を
用
ゐ
て
の
名
は
見
ゆ
る
が
、
決
抄
等
に
見
ゆ
る
所
謂
口
傳

法
門
に
就
て
は
何
等
述
べ
ら
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。

、

併
し
聖
人
の
遺
文
中
口
傳
法
門
に
就
て
は
、
十
八
円
滿
妙
に
は
上
述
の
如
く
、
止
観
妙
法
名
異
義
同
等
と
述
べ
つ
上
、
妙
法
を
以
て
赫

力
別
付
己
心
相
承
の
秘
法
と
な
し
、
天
真
猫
朗
に
対
し
て
正
助
を
判
じ
、
就
中
彼
を
随
獄
の
法
と
麗
し
◎
若
し
立
正
観
妙
、
当
休
義
妙
に

於
て
は
、
共
に
妙
法
を
以
‘
て
癖
最
所
顯
赫
力
別
付
の
法
要
に
し
、
且
つ
天
台
傳
教
自
行
内
証
の
法
と
す
る
も
、
時
機
至
ら
ざ
る
が
故
に
正
直

の
妙
法
の
名
字
を
替
へ
て
止
観
と
号
す
元
九
九
、
一
○
六
八
一
と
述
べ
、
末
法
は
本
門
所
顯
の
妙
法
の
流
布
す
べ
き
時
と
な
し
。
立
正
観

円
滿
抄
に
は
天
台
の
玄
旨
血
脈
の
『
一
言
妙
旨
、
一
教
玄
義
』
傳
教
の
顯
戒
論
に
所
謂
『
一
心
三
獺
傳
於
一
言
』
の
法
に
寄
せ
て
妙
法
を

説
き
、
当
休
義
抄
に
は
南
岳
の
法
華
餓
法
、
天
台
の
法
華
三
昧
、
傳
教
の
十
生
願
記
（
修
輝
寺
決
？
）
等
に
見
ゆ
ろ
南
無
妙
法
蓮
華
経
の

Ｉ

訂

』
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、

題
目
と
解
し
、
『
南
岳
天
台
傅
教
等
内
鑑
、
而
末
法
導
師
議
し
之
不
二
弘
邇
給
一
也
』
等
と
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
遺
文
に
見
ゆ
ろ

止
観
と
妙
法
と
の
同
異
で
あ
る
。
併
し
か
上
る
止
観
系
統
と
も
見
ら
る
べ
き
題
目
が
、
果
し
て
法
華
餓
法
、
法
華
三
昧
よ
り
来
る
も
の
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
く
五
悔
に
依
蓉
普
賢
行
願
の
上
の
本
蝿
的
行
法
と
し
て
の
題
目
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
は
最
蓮
房
関
係
の
遺
文
に
見
ゆ
ろ
題
目
で
あ
る
が
、
若
し
宗
租
が
題
目
諾
以
て
五
玄
具
足
の
五
字
と
鐸
せ
ろ
は
、
そ
の
意
全
く
法

華
玄
義
に
出
づ
ろ
所
で
、
近
く
は
修
騨
寺
決
の
法
華
深
義
の
五
字
合
成
の
鐸
が
最
も
冥
休
的
の
も
の
で
あ
る
が
『
本
愈
妙
に
は
『
是
好
良

薬
毒
量
品
肝
要
、
名
体
宗
用
教
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
也
』
と
、
正
し
く
毒
最
所
顯
の
果
上
の
妙
法
と
し
て
鐸
せ
ろ
は
、
天
台
が
宝
塔
品
の

三
箇
嘉
に
寄
せ
て
起
後
篝
し
て
、
『
明
春
嘱
声
鍾
一
下
方
一
』
毒
し
、
鑿
鰐
に
蟇
て
『
蕊
篝
壼
一
部
』
と
篝
し
、
叉

天
台
は
赫
力
品
の
四
句
要
法
を
五
箪
玄
に
約
し
て
妙
名
用
休
教
と
な
し
、
『
総
誌
二
琴
唯
四
而
巳
、
撮
一
箕
榧
揮
而
授
一
興
之
一
』
等
と

ｇ

程
し
、
妙
樂
は
『
一
部
之
要
豈
過
二
於
此
皇
と
樺
す
る
等
に
徴
し
て
、
宗
組
は
常
に
題
目
を
以
て
五
玄
具
足
祁
力
別
付
の
要
法
と
な
し
（
九

四
四
、
四
九
九
、
二
○
四
〕
・
叉
天
台
は
文
何
に
五
種
法
師
を
束
ね
て
四
安
樂
、
三
軌
、
自
他
二
行
、
更
に
二
行
を
束
ね
て
具
一
切
行
即

ち
如
来
行
と
程
せ
る
は
、
常
に
宗
祀
が
天
合
傳
教
内
鑑
冷
然
と
窪
せ
る
如
く
、
本
尊
紗
の
具
足
妙
法
の
鐸
は
天
台
に
由
る
と
見
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
が
、
日
女
御
前
御
返
事
に
は
『
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
る
即
五
種
の
修
行
を
具
足
す
』
と
述
べ
、
こ
れ
を
五
種
頓
修
の
妙
行
と
鐸

し
、
且
つ
修
瀧
寺
決
の
・
一
『
和
尚
一
雪
時
五
種
妙
行
』
を
以
て
之
を
證
し
、
更
に
こ
れ
老
以
て
弟
子
檀
那
の
肝
塞
榊
力
別
付
の
要
法
と
程

し
、
高
橋
入
道
御
返
事
に
は
末
法
の
要
法
た
る
題
目
を
以
て
『
八
万
聖
教
の
肝
心
、
法
華
経
の
眼
目
』
等
と
鐸
す
ろ
は
、
修
騨
寺
決
の
三

力
緯
の
最
初
法
力
の
『
八
万
法
藏
最
要
号
爲
妙
法
』
と
全
く
同
意
で
あ
る
。

随
っ
て
若
し
是
等
の
鐸
に
依
れ
ば
宗
胆
の
題
目
は
、
遠
く
は
天
台
の
潅
義
に
依
る
も
近
く
は
修
騨
寺
決
等
の
、
臨
維
行
事
や
末
世
鈍
根
平

生
行
事
の
題
目
と
全
く
相
邇
歩
ろ
も
の
が
あ
る
。
併
し
若
し
後
の
一
帖
抄
の
鐸
と
相
逼
参
る
も
の
と
し
て
は
、
円
教
三
身
の
下
の
『
山
家

P
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一

、

一

大
師
舞
云
一
念
三
千
即
自
受
用
身
、
自
受
用
身
者
脳
尊
形
佛
』
等
の
文
は
、
矢
張
先
の
日
女
紗
、
御
義
Ｆ
十
七
等
に
こ
れ
を
見
る
の
で
あ

る
。
然
る
に
聖
滅
七
十
九
年
佐
渡
阿
闘
梨
日
滿
は
、
日
滿
抄
に
略
傳
三
箇
と
三
秘
と
の
関
係
を
述
べ
、
本
門
宗
の
日
隆
は
本
門
弘
経
抄
に

略
傳
三
箇
は
三
秘
な
る
こ
と
義
理
分
明
と
述
べ
、
本
妙
宗
の
證
誠
日
修
は
真
流
正
傳
妙
に
、
略
傳
三
筒
を
修
獺
寺
決
の
簡
要
と
な
し
、
『
蓮

師
替
一
名
目
一
雪
一
本
門
三
大
秘
法
一
』
等
と
三
秘
抄
を
以
て
こ
れ
を
証
し
て
居
る
が
、
併
し
是
等
の
三
秘
に
対
す
る
稗
は
宗
租
滅
後
に
於
け

る
’
一
帖
抄
等
の
口
傳
法
門
と
宗
義
と
の
交
渉
を
物
語
る
も
の
で
、
日
修
が
こ
れ
を
修
輝
寺
決
に
関
係
づ
け
た
点
等
か
ら
見
れ
ば
、
唱
題
思

想
は
一
帖
抄
よ
り
修
禰
寺
決
に
よ
り
深
い
関
係
を
有
す
る
も
の
と
考
へ
ち
る
上
の
で
あ
る
。

若
し
果
し
て
宗
腿
の
唱
題
が
修
騨
寺
決
に
由
来
す
る
と
す
れ
ば
、
天
台
の
敬
光
は
夙
に
山
家
学
則
に
修
瀧
寺
決
を
傳
教
の
真
作
と
な
し

宗
祀
の
唱
題
を
以
て
修
輝
寺
勤
行
の
風
と
解
し
、
近
代
前
田
博
士
は
傳
教
に
発
す
る
本
覺
法
門
に
依
る
臨
維
行
と
解
し
（
天
台
宗
網
要
）
、

上
杉
博
士
は
口
傳
法
門
の
脱
化
と
説
き
（
日
本
天
台
史
）
、
佐
々
木
博
士
は
台
密
地
撚
に
立
つ
徹
底
的
法
華
至
上
主
義
（
天
台
教
学
）
等

と
、
聖
人
の
教
学
を
評
す
る
こ
と
は
一
往
こ
れ
を
容
受
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
聖
人
は
佐
前
に
於
て
は
自
ら
天
台
沙
門
、
傳

教
大
師
門
人
等
と
瀞
し
、
唱
題
を
『
受
持
法
華
名
者
臓
不
可
堂
』
の
丈
を
以
て
解
し
、
且
つ
題
目
を
以
て
慧
心
の
往
生
要
集
等
と
同
じ
く

諸
行
往
生
思
想
の
上
に
立
っ
て
鐸
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
題
目
弘
通
に
依
る
先
業
滅
罪
即
ち
佐
渡
御
勘
気
妙
に
『
佛
に
な
る
道
は
必

ず
身
命
を
す
つ
る
ほ
ど
の
事
あ
り
て
こ
そ
』
等
の
思
想
は
、
佐
後
本
尊
妙
等
の
専
修
唱
題
、
受
持
譲
典
の
唱
題
成
佛
説
の
強
い
前
提
と
解
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
宗
腿
は
佐
後
の
開
顯
に
於
て
は
題
目
を
、
天
台
傳
教
等
の
内
証
に
約
し
て
開
目
鍵
蔑
淨
房
書
等
に
は
『
懐

之
』
と
述
べ
、
三
識
菩
薩
事
等
に
は
『
未
二
分
明
員
本
尊
妙
等
に
は
『
未
一
凌
行
一
』
、
四
条
妙
等
に
は
『
一
重
立
入
』
、
富
木
紗
、
値
難
事

八

」

。
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取
要
妙
等
に
は
『
麓
し
之
』
等
と
與
輝
し
。
上
野
妙
に
は
天
台
の
所
弘
を
壽
暦
昨
食
』
、
十
八
円
滿
妙
に
は
『
堕
獄
の
法
』
、
等
と
評
し
、

若
し
外
用
に
就
て
は
濁
り
報
恩
妙
に
は
『
未
弘
』
と
述
べ
、
上
野
法
要
妙
に
は
『
但
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
る
べ
し
、
余
事
を
ま
し
へ
は
ゆ

上
し
き
僻
事
』
等
と
の
棄
抄
緯
嵯
見
る
に
至
っ
た
の
は
、
全
く
本
門
開
顯
に
立
脚
す
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
れ
ば
当
身
の
大
事
た
る
本
尊
紗
に
は
、
舞
尊
と
共
に
天
台
傳
教
矛
内
典
の
聖
人
と
な
し
、
題
目
を
以
て
止
観
の
一
念
三
千
に
勝
る
上

輝
騨
の
因
行
果
徳
具
足
の
法
と
述
べ
、
四
信
五
品
抄
に
は
正
し
く
法
華
の
流
邇
分
た
る
法
師
品
分
別
品
等
に
依
り
。
一
念
信
解
以
信
代
慧

の
佛
慧
如
来
行
と
解
し
、
且
つ
雨
妙
に
は
共
に
自
然
讓
與
に
寄
せ
〒
本
覺
無
作
の
行
意
を
明
か
に
し
て
居
る
。
か
く
の
如
き
一
念
信
解
五

繩
頓
修
の
行
意
は
、
勿
論
こ
れ
般
若
の
深
般
若
の
十
種
受
持
、
並
に
華
嚴
の
普
賢
行
願
等
に
由
来
し
、
近
く
は
天
台
の
緯
意
等
に
も
依
る

が
、
更
に
修
禰
寺
決
等
の
輝
意
に
関
係
な
し
と
は
断
じ
得
ら
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
就
中
佐
々
木
博
士
の
天
台
教
学
に
楕
摘
せ
る
、
奮
録
外

所
收
の
臨
維
一
堂
一
題
に
見
ゅ
ろ
、
『
妙
法
三
力
速
成
菩
提
』
の
鐸
を
以
て
『
唱
題
の
他
力
的
意
味
づ
け
』
云
為
の
評
は
、
『
法
力
署
緯
迦
如

来
本
行
二
菩
薩
道
一
曙
修
一
諾
行
願
一
、
三
世
行
願
速
来
行
者
身
内
成
就
、
乃
至
佛
力
者
若
有
二
衆
生
庇
於
一
識
妙
法
一
、
超
二
一
念
信
一
至
心
受
持

者
漢
成
一
燕
上
道
一
不
し
受
二
生
死
身
昌
等
の
文
に
徴
し
て
、
唱
題
の
易
行
に
よ
く
成
佛
の
妙
果
の
具
足
せ
る
所
以
話
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

上
述
の
如
ぐ
淨
土
三
部
等
は
彌
陀
の
別
願
に
寄
せ
て
、
易
行
肯
定
の
理
由
を
明
に
し
て
居
る
が
、
法
華
は
方
便
品
に
菩
薩
の
行
願
の
成
滿

ぞ
明
し
、
壽
量
品
に
諾
佛
因
位
の
行
願
を
『
本
行
菩
薩
道
』
の
一
句
に
牧
む
る
の
み
な
る
が
故
に
、
易
行
肯
定
の
理
由
を
観
取
し
難
き
怨

み
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
修
禰
寺
決
に
は
三
力
に
寄
せ
て
受
持
の
如
来
行
な
る
所
以
を
止
揚
し
、
更
に
宗
瓶
は
本
錬

妙
に
唱
題
は
鐸
迦
の
本
因
本
果
具
足
の
功
徳
薬
な
る
所
以
を
指
摘
し
て
、
法
華
の
経
意
に
依
る
受
持
成
佛
の
旨
を
明
に
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
宗
祖
の
唱
題
成
佛
の
意
は
法
華
の
文
に
明
か
で
あ
り
、
更
に
法
華
三
味
、
法
華
繊
法
歴
始
め
、
修
禅
寺
決
等
に
は
い
よ
い
よ

そ
の
旨
を
明
に
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
等
の
緯
は
慧
心
の
往
生
要
集
、
宗
祀
佐
前
の
唱
題
錘
題
目
妙
等
に
見
る
諸
行
往
生
乃
至
諾
行 【
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I

成
佛
思
想
に
立
つ
所
謂
雑
行
中
の
題
目
行
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
て
は
先
頃
縊
氏
が
「
日
本
佛
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
」
の
中

に
『
我
が
鎌
倉
佛
教
は
諸
行
往
生
よ
り
一
向
専
修
へ
の
開
展
な
り
』
と
指
摘
せ
る
如
く
、
佐
後
に
於
け
る
宗
祀
の
題
目
程
は
、
上
述
の
『
一

纈
鮮
霊
蕊
鰯
織
霊
域
鰹
瀦
縦
縄
蕊
鯲
震
溌
羅
峨
無
繩
魑
鱸

し
、
本
化
上
行
、
赫
力
別
付
の
上
に
『
諸
経
過
法
華
経
も
詮
な
し
唯
南
無
妙
法
蓮
華
経
』
の
専
修
成
佛
論
を
建
立
し
・
本
朝
沙
門
、
法
華

経
の
行
者
日
蓮
と
凋
自
の
主
鵬
に
徹
し
た
る
こ
と
は
、
法
然
の
念
聯
宗
と
同
じ
く
全
く
思
想
展
開
の
自
然
の
結
果
で
あ
り
、
随
っ
て
本
迩

未
分
天
眞
狗
朗
の
本
覺
法
門
を
打
破
し
て
、
全
く
本
門
開
顯
、
以
信
代
慧
．
受
持
譲
典
、
一
念
信
解
主
張
の
上
に
、
口
傳
法
間
を
脱
化
し

、

て
徹
底
的
法
華
本
門
至
上
主
義
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
二
八
、
三
、
一
二
）

、

～

＝

／

狸
▲

〆

4

20


